
 

 

競技の条件・大会ローカルルール 

競技の条件 

＜沖縄予選／PGM ゴルフリゾート沖縄＞ 

 

ゴルフ規則 

日本ゴルフ協会（JGA）ゴルフ規則及び本大会ローカルルールを適用する。 

 

競技委員会の裁定 

競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄について委員会の裁定は最終である。 

 

使用球の規格 

競技者の使用球は R＆A 発行の公認球リスト（JGA ホームページ：www.jga.or.jp）に記載されているものでなけれ

ばならない。この条件の違反の罰は、競技失格。 

※本競技ではワンボール条件は適用しないものとする。 

 

使用クラブの規格 

競技者のドライバーは R＆A が発行する最新の適合ドライバーヘッドリストに掲載されているクラブヘッドをもつも

のでなければならない。この条件の違反の罰は、競技失格となる。 

 

ホールとホールの間での練習禁止 

競技者はプレーを終えたばかりのホールのグリーン上やその近くで練習ストロークをしてはならない。 

これに違反して練習ストロークした場合、競技者は次のホールで 2 打の罰を受ける。ただし、ラウンドの最終ホー

ルでのときは、そのホールで罰を受ける。 

※但し、練習グリーンでのパッティング練習を除く。 

 

移動 

競技者は、乗用カートがある場合はプレー中に乗車することができる。 ※会場毎同一条件とする。 

 

競技方法 

2 人 1 組のチーム戦とし、18 ホールズフォアボールストロークプレーによって行う。 

それぞれが各自の球をプレーし、2 人のうちどちらか少ない方のスコアをそのホールのスコアとする（パートナーの

1 人が 1 ホールのプレーを終えなくても罰はない）。※チームのスコアが確定した時点で、進行を考慮しパートナ

ーのボールはピックアップをしてください。 

ティショットはスタートホールにおいてはドロー表の順番とする。次のホール以降はチームスコアの良いチームが

オナー権を持ち、チーム内であれば、任意の打順でプレーすることができる。グリーン上においては戦略上、必

ずしも遠いボールからパッティングしなくてもよい（例：カップに近いパーパットと遠いバーディパットが残った状況

で、パーパットを先に決めてから、バーディパットを打っても構わない）。 



プレーヤーは同じチーム内のパートナーおよびキャディからアドバイスを受けることができる。なお、他チームのプ

レーヤーにアドバイスを与えたり、あるいはアドバイスを求めた場合には、そのホールに 2 打の罰を付加する。 

故意に違う方向に打つなど、故意にパートナーの援助をするプレーをした場合はそのホールに 2 打の罰を付加

する（フェアプレーの精神）。 

 

険悪な気象条件のため短縮競技となった場合 

競技中止の時点で全チームが 9 ホールを消化している場合は競技成立。その場合は、アウトスタート・インスター

ト各々の最少スコアチームを上位とする。タイスコアが発生した場合は、アウトスタートは 9番、インスタートは 18 番

からのカウントバックにより上位を決定する。 

 

険悪な気象条件のため競技が中止になった場合 

競技中止の時点で全チームが 9ホールを消化していなければ不成立とする。 

険悪な気象条件で競技不成立と判断された場合、大会事務局は 1 週間以内に再試合を設定し選手に案内する

事とする。 

 

タイスコアの場合 

全予選・決勝時にチームのスコアがタイとなった場合、マッチング・スコアカード方式により上位を決定する。 

 

やむを得ずチーム内の 1 人が全ホールプレー出来ない場合 

チームを構成する 2 人のうち 1 人が怪我や体調不良などやむを得ない事由により、プレーを続行できない場合、

残りの 1 人のスコアを採用することでチームの正式記録とする。 

 

チームの 1 人が競技失格の違反をした場合 

チームのどちらかが、競技失格の罰を受けた場合には、そのチームは競技失格となる。 

 

競技終了時点と裁定 

本大会は、競技委員会が成績を発表した時点で最終成績となり、その後の変更はしない。 

ルール処置・その他疑問がある場合は、アテスト終了までに申し出ること。 

 

チェックイン 

大会当日における朝のチェックインについて、発表された各自のスタート時間の 40分前までに大会受付を終えな

ければならない。連絡なく、40 分前までに受付を済ませていない場合は失格となる場合がある。 

 

競技ティ（ヤーデージ）※使用コースは、ブーゲンビレア→デイゴ（スループレー）となります。 

※競技ヤーデージはコースコンディション等の事由により変更になる場合があります。 

※シニアティ（選択制）でスタートした場合は最後まで同一のシニアティを使用しなければならない。 

 

 

クラス 男子 男子シニア 女子 女子シニア

ティマーク（色） バック（青） レギュラー（白） フロント（金） レディス（赤）

ヤーデージ ６,６７８y ６,２５３y ５,５９３y ５,０５６y



大会ローカルルール 

 

l アウト・オブ・バウンズの境界は白杭をもって標示する。 

l 修理地は青杭又は、白線をもってその限界を標示する。 

l イエローペナルティーエリアは大会ローカルルールで指定する場合を除き、黄杭又は黄線、レッドペナルテ

ィーエリアは赤杭又は赤線、無い場合は水際又はコンクリート(木)壁をもってその境界を標示する。 

l 排水溝は動かせない障害物とし、人工の表面をもつ道路に接した排水溝は、その道路とみなす。 

l 樹木保護のための巻き網は樹木の一部とみなすが、球がその巻き網に挟まって止まった場合は、罰なしに

その直下の地点から 1 クラブレングス以内で、且つホールに近づかない個所に球をドロップすることができる。

取り出した球は、拭くことができる。このローカルルールの違反の罰は、2 打。 

l 電磁誘導カート用の 2 本のコンクリート軌道は、全幅をもってカート道路とみなす。球がこのカート道路の上

にある場合、競技者は救済を受けなければならない。このローカルルールの違反の罰は、2 打。開催コース

によってローカルルールの変更のある場合には会場にて指示、案内する。 

l 目的外のグリーン（カラーを含む）は、その上に球がある、もしくはスタンスがかかる場合、競技者は救済を受

けなければならない。このローカルルールの違反の罰は、2 打。開催コースによってローカルルールの変更

のある場合には会場にて指示、案内する。 

l プレーヤーの球が張芝の継ぎ目の中にあるか、触れている場合、あるいは継ぎ目がプレーヤーの意図する

スイング区域の障害となっている場合、そのプレーヤーは救済を受けることができる。 

l 雨によるバンカー内の流水路跡に入った球は、罰なしに拾い上げ、ホールに近づかず、球の止まっていた

箇所にできるだけ近いところにドロップすることができる。〈拾い上げた球は拭くことができる〉 

l グリーン上に球がある時はパター以外のクラブの使用を禁ずる。但しパターが破損し使用不可能な時はその

限りではない。 

l ジェネラルエリアのどこでも、自己の球がその勢いで自ら地面に作った穴（ピッチマーク）にくいこんでいると

きは、その球は罰なしに拾いあげて、ホールに近づかず、しかも球の止まっていた地点にできるだけ近い個

所にドロップすることができる。取り出した球は、拭くことができる。 

l レーザー・GPS等を用いた距離のみを測定する機器を使用する事ができる。 距離計測機がプレーヤーのプ

レーに影響を及ぼす可能性のあるその他の条件(標高変化、風速など)の計測機能は使用できない。 

l プレーヤーの球がパッティンググリーン上にある場合、その球やボールマーカーがプレーヤーやパートナー、

キャディーまたはそのいずれかの携帯品によって偶然に動かされても罰はない。 

l バンカー内にあるルースインペディメント（葉、石などの自然物）は取り除くことができる。 

l ライン上にあるスパイクマークの修理をすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



注意事項 

 

l 競技の条件やローカルルールに追加・変更がある場合は、当日クラブハウス内の大会公式掲示板に掲示し

て告示するので、各自スタート前に必ず確認しなければならない。 

l 大会受付のチェックイン登録は、スタート 40 分前には済ませ、スタート時間の 10 分前には必ずティインググ

ラウンド側にて待機すること。やむをえずスタート時刻に遅れそうなときは、各々のスタート時間の 40 分前ま

でに必ず、開催ゴルフ場まで連絡を入れること。 

l スタート前の練習は練習場において備付けの球を使用し、1 人 1箱とする。 

l グリーンに著しく損傷を与えるシューズは使用禁止とすることがある。 

l 特設ティ等は、ローカルルールで指定された場合を除き、使用しないものとする。 

l 予選当日までに登録選手 2 名のうち 1 名の変更は認めるが、出場資格を遵守したものでなければならない

（チェックインまでに登録し直すこと）。 

l チームを構成した 1 人が当日欠席する場合、その残された 1 人はドローの同伴競技者としてマーカーをつ

とめるケースがある。マーカーをつとめるプレーヤーが不在の場合、キャディーがマーカーをする場合がある。 

l 組合せは諸般の事情により当日変更もありうる。なお、ペアリング（ドロー）は事務局が決定する。 

l プレー中はマナーを遵守するとともに、スロープレーは厳禁とする。前組との間隔を 1 ホール以上空けること

のないよう注意すること。ハーフラウンドを原則 2 時間 15 分とし、2 時間 30 分を超えた場合にはペナルティ

を課すことがある。 

l OBまたはロストボールの可能性がある場合には、必ず暫定球の処置を行うこと。 

l ギャラリー（応援者）はコース内に立ち入ることができない。 

l エントリーフィ入金後はいかなる理由でも返金できない。既に申込みの会場が締切り後の場合は、会場変更

はできない。 

l 決勝大会において、予選通過者が出場を辞退した場合、およびエントリー締切りまでにエントリーされなかっ

た場合、出場を辞退したものと見なし、次チーム(該当地区およびスコアを考慮)から順次繰上げとする。 

l 主催者の責に帰すべき事由によるもの以外に、大会中に発生した傷害・事故等については一切責任を負わ

ない。 

l 本競技の品位を損なう行為があった場合は、プレー中であっても即刻、競技への参加を取り消すこともある。 

l 最終結果は競技終了後、会場内成績ボードに掲示する。（大会ホームページでも確認可能です） 

l 予選通過枠については各予選会場にて発表する。（出場チーム数の比例配分とする） 

l 変更・追加が出た場合は、大会ホームページ及び開催会場のインフォメーションに掲示、案内する。 

 

 

九州クラブ対抗ダブルストーナメント 

トーナメントディレクター 豊島 豊 


